
交通実践セミナー in 広島
《公共交通サービスのＢＣＰ》

災害時に市民の足を確保するためには

「平成３０年７月豪雨災害における旅客船輸送の取組み」

瀬戸内海汽船

平成３１年２月１２日



呉～広島間における鉄道、バス、旅客船の
時系列運行（航）状況

７／６ 坂町水尻、呉市天応などで大規模な山地崩落等により線路に土砂が流入し運休
７／９ 海田市駅～広島駅間の運転再開 ８／２ 坂駅～海田市駅間の運転再開
９／９ 呉駅～坂駅間の運転再開

《鉄道（JR呉線・山陽本線）》

７／６ 坂町水尻地区で広島呉道路が崩落、また、国道３１号にも土砂が流入し運休
７／１１ 水尻地区で国道３１号の迂回路が緊急整備され通行止め解除
７／１３ 呉駅～広島BC間でクレアライン線を災害臨時輸送バスとして迂回運行再開
７／１７ 広島呉道路の通行可能区間をバス専用レーン（手法：災害時BRT）として活用し、

クレアライン線及び呉駅～広島駅間緊急輸送バス（JR、広島県）の運行を開始
７／２１ 終日の双方向運行・増便対応により、緊急輸送バスをJR代替輸送バスに変更
８／２ JR代替輸送バスを呉駅～坂駅間の運行に変更
８／９ 国道３１号にバス専用レーンを設置するなど、バス渋滞対策を実施
９／８ JR呉駅～坂駅間運転再開に伴いJR代替輸送バスの運行を終了
９／２８ 広島呉道路開通（９月２７日）に伴いクレアライン線が通常路線で運行再開

《バス（クレアライン線、JR代替輸送バス等）》

７／６ 旅客船航路に大きな影響なし
７／７ 呉港～広島港、広島港～江田島（切串港）などで、定期航路の輸送力増強開始
７／１７ 呉港から広島港への緊急輸送船（朝１便）の運航開始（８月１日終了）

《旅客船（定期航路、緊急輸送船等》

平成30年7月
西日本豪雨災害 瀬戸内海汽船
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瀬戸内海汽船
平成30年7月
西日本豪雨災害

呉～広島間で通勤通学等の輸送対応にあたった
旅客船航路（概略図）

広島港

三高港
呉港小用港

切串港
呉～広島間航路
瀬戸内海汽船
石崎汽船

広島～江田島間航路
瀬戸内シーライン

上村汽船

江田島～呉間航路
瀬戸内シーライン

松山港へ 2



広島・呉～松山 定期航路時刻表
フェリー・スーパージェット

平成30年7月
西日本豪雨災害

瀬戸内海汽船
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呉～広島間で通勤通学等の輸送対応にあたった
使用船舶・①（定期船 ﾌｪﾘｰ・ｽｰﾊﾟｰｼﾞｪｯﾄ）

平成30年7月
西日本豪雨災害

瀬戸内海汽船

4

石手川 四万十川

道後 宮島



呉～広島間で通勤通学等の輸送対応にあたった
使用船舶・②（臨時便旅客船・高速船）

平成30年7月
西日本豪雨災害

瀬戸内海汽船
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銀河

はやしお ﾆｭｰ千鳥

「広島ベイクルーズ銀河」

広島港を起点に
ﾗﾝﾁｸﾙｰｽﾞ・ﾃﾞｨﾅｰｸﾙｰｽﾞを運航

URL http://ginga-cruise.com



呉～広島間における海上交通が果たした輸送の
データに基づく検証①

〇呉～広島間の主要な移動手段であった
JR呉線、バス路線（クレアライン線）が
７月６日に発生した大規模な土砂災害に
より運行不能となったため、翌７月７日
から、定期運航（呉港～広島港）してい
た旅客船（フェリー含む）に利用者が殺
到
〇呉港～広島港を運航する定期航路で
は、増発対応等より輸送力を増強（※7/7
～7/14の8日間では１日平均４便増発。最
大１日６便増発）
〇呉港から広島港への７月の旅客輸送を
対前年同月と比較すると約31,000人増
（約40倍）となっており、発災直後には
鉄道やバスの代替としての役割・機能を
一定規模で果たしたことが伺える
※7月10日には呉港から広島港へ1日で
2,900人を超える方が利用
〇その後、道路開通やJR呉線の復旧によ
る鉄道・バスの運行再開状況に合わせ、
８月、９月と徐々に陸上モードに利用者
がシフトしたことが伺える

《呉～広島間（旅客輸送）》
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H30.7/6
西日本豪雨災害

H30.8/20
ＪＲ坂/広間復旧

H30.9/21
ｸﾚｱﾗｲﾝ全線復旧



呉～広島間における海上交通が果たした輸送の
データに基づく検証②

〇呉～広島間の車両による移動は主要
道路である広島呉道路や国道３１号が
利用されていたが、７月６日に発生し
た大規模な土砂災害により広島呉道路
は通行不能、国道３１号も７月１１日
に迂回路が緊急整備されたものの大渋
滞が発生したこともあり、車両につい
ても定期運航（呉港～広島港）してい
たフェリーに利用者（車両）が殺到
〇広島港から呉港への７月の車両輸送
を対前年同月と比較すると約1,100台増
（約41倍）となっており、緊急物資輸
送車両を含め、道路渋滞を避けて定時
性の高いフェリーによる車両移動を代
替ルートとして選択した利用者が多く
いたことが伺える
〇その後、国道３１号の渋滞対策や広
島呉道路の開通に合わせ、８月、９月
と徐々に通常の車両移動ルートに戻っ
たことが伺える

《呉～広島間（車両輸送）》
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呉～広島間における海上交通が果たした輸送の
データに基づく検証③

〇発災直後から呉～広島間の移動につい
ては、前述のとおり定期運航（呉港～広
島港）していた旅客船（フェリー含む）
を多くの通勤通学者等が利用している
が、更に一定規模の利用者が、広島～江
田島、江田島～呉を運航する定期航路に
より、江田島を経由して呉～広島間を移
動している（代替ルートとして機能）
〇広島港から江田島港への７月の旅客輸
送を対前年同月と比較すると約17,000人
増となっている
※江田島港から呉港への７月の旅客輸送は対前
年同月とほぼ同数であるが、広島港から江田島
への航路は小用港を除きフェリー便であり、車
両により同乗旅客として移動した利用者は陸路
で呉へ移動したことが伺え、更に、江田島在住
の小用港～呉港の定期航路の日常利用者が被害
の大きかった呉への移動を見合わせたことによ
る減少分を踏まえれば、広島港～小用港への高
速船による７月旅客輸送が対前年同月比で約
5,300人増加していることから、７月の江田島
港から呉港へもほぼ同数の利用客があったもの
と考えられる

《呉～江田島～広島間（旅客輸送）》
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呉～広島間における海上交通が果たした輸送の
データに基づく検証④

〇発災直後から呉～広島間の車両による
移動については、前述のとおり定期運航
（呉港～広島港）していたフェリーを多
くの移動者が利用しているが、更に一定
規模の車両が、広島～江田島、江田島～
呉を運航する定期航路に乗船し、江田島
を経由して呉～広島間を移動している
〇広島港から江田島港への７月の車両輸
送を対前年同月と比較すると約8,700
台増となっている
〇江田島港から呉港への７月の車両輸送
を対前年同月と比較すると約700台増と
なっている
〇上記のとおり、緊急物資輸送車両を含
め、江田島を経由して呉～広島間を代替
ルートとして移動した車両が一定規模い
たことが伺える
※広島港から江田島港への７月の対前年同月比
の車両増台数に比べ、江田島港から呉港への増
台数が少ない要因は、架橋を経由して陸路で呉
へ移動したことが考えられる（なお、江田島を
目的地とする車両も一定数あり）

《呉～江田島～広島間（車両輸送）》
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一般社団法人中国旅客船協会
平成30年7月西日本豪雨災害の支援活動及び課題について①

平成「平成30年7月豪雨」による陸上交通網の寸断により、特に瀬戸内海沿岸地区の移動困難者が海上交通に
殺到し、航路によっては通常利用者の140倍を超える旅客輸送需要が発生するなど、運航船舶のみならず、旅客
ターミナルにおいても深刻な影響を受けた。
各社においては、こうした事態に対処するため臨時便、続行便、臨時定員等により、即応可能な対策を措置

してきたところである。
各船社においては、こうした事態に対処するため臨時便、付船（続行便）、臨時定員の確保、新規航路の就

航等により、即応可能な対策を果敢に取り組んできたところである。
当協会においても、各自治体等との災害時の輸送支援協定等に基づき、主に次のような取り組みを行った。

① 関係自治体と旅客船協会が締結した災害時緊急輸送協定等に基づく旅客船による緊急輸送船の手配等
② 港に殺到する移動困難者対策として、旅客定期航路の臨時的輸送能力の確保や港内秩序維持に関する支等
③ ボランティア輸送に関する旅客船事業者への協力要請や実施方法の検討等
④ 陸上交通渋滞対策の一環として開設される新規海上バイパス航路の円滑な実施に係る調整・支援等

１．緊急物資輸送に関して
① 危機管理に係る自治体内の各部署の情報共有が必要。（あるセクションが臨時便を用船したにもかかわら

ず、その情報が各部署に共有されていない等）
② 自治体等からの緊急物資輸送要請に当たっては、具体的な輸送内容の情報が必要。
③ 緊急輸送車両のボディー表示は規格を統一すべき。（長時間の乗船待ちをしている利用者の理解を得る必

要性。事業経営上の理由による「緊急車両」との区分の明確化。）
２．臨時・代替等旅客輸送に関して
① 緊急輸送等にあたっては、鉄道、バス、船舶等の各モードが無政府的に対応するのではなく、緊急輸送に

係る各公共交通モードによる輸送力供給箇所の調整・配分を総合的・一元的に行う（行政）機関の組織整
備或いは構築が必要。

② 代替輸送ルートや輸送体制がめまぐるしく変わり把握不能との声がある。災害時の各輸送モードの運航
（行）状況を一元的に把握、発信するシステムの構築が必要。危機管理情報の一覧性をどこの機関が確保

し、
展開するか決めておく必要がある。

主な支援活動の状況

平成30年7月
西日本豪雨災害

瀬戸内海汽船
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支援活動実施上の課題等



一般社団法人中国旅客船協会
平成30年7月西日本豪雨災害の支援活動及び課題について②

③ 国土交通省港湾局の中長期政策における「ターミナル規格統一」を見据えた港湾、船舶の標準化を県等各
港湾管理者が導入することにより、他航路・区域からの船舶の受け入れが機動的に行えるようにすべき。

④ 一定のエリア毎に予備船の上下分離体制を構築する事が望ましい。（船舶の公的所有、民間が管理）（平
時はドック時、観光等に活用し、有事は災害対応等で臨機応変に使用。）

① 港に旅客が殺到した場合は、事業経営上の問題を超え社会問題として位置づけ、公共が支援・対応すべ
き。

その場合の旅客、車輌の誘導要員は、港湾管理者を含め港湾秩序維持のために自治体等が手配すべき。
② 一定の規模以上の旅客ターミナルには災害時やテロ等緊急時に現場において主体的に判断し、即応できる

責任ある統括的執行体制の配置が求められる。

① 広島港ＢＣＰでは、発災後３日以内に水域啓開を実施し、海上輸送ルートを確保することとなっている
が、

今回の豪雨は主な被害想定である南海トラフ等とは異なるものの、十分な啓開が遅れ、浮遊物被害が頻発
していた。港湾施設の被害はなくとも前面水域が使用できない状態では港の用を成さず、災害時等におけ
る緊急輸送の重大な阻害要因となる。

② 港内の水域啓開体制の構築に当たっては、発災後一定の時間内に啓開できる能力のある設備の配置を計画
的に措置すべき。あらかじめ決められた時間内に啓開が完了できる設備能力を常設確保することが必要で
ある。

① 港湾管理者は各港の非常事態の記録を残すと共に情報共有ができる体制を構築しておこと。ハード面の記
録は残しやすいが、特に旅客の殺到状況等はタイミングを逃すと記録が撮れず、対策の策定に支障を来

す。

港内秩序維持・移動困難者輸送に関して

平成30年7月
西日本豪雨災害

瀬戸内海汽船
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記録及び広報体制について

航路及び水域啓開に関して



広島地域における交通課題等の解決に関する行政機関等
への要望（広島商工会議所運輸部会資料）

「平成30年7月豪雨」による陸上交通網の寸断により、特に瀬戸内海沿岸地区の移動困
難者が海上交通に殺到し、航路によっては通常利用者の140倍を超える旅客輸送需要が発
生するなど、運航船舶のみならず、旅客ターミナルにおいても深刻な影響を受けた。
各社においては、こうした事態に対処するため臨時便、続行便、臨時定員等により、即

応可能な対策を措置してきたところである。
日本は災害活性化の時期に言われ、今後こうした事態に対処できる体制を構築・維持し

ていくために平常時からの備えが必要である。
ついては、各使用船舶が通常の旅客定員を超え、大規模災害時の突発的な需要に対処で

きる最大の搭載人員に係る追加的な救命設備の取得等、災害時対策に関する支援や殺到し
た乗降客や積載自動車で混乱する港湾の秩序を維持するため、港内の整理要員の派遣など
の支援措置について、ご配慮をお願いしたい。
また、大規模災害時において旅客船・フェリーは様々な救援活動を求められているとこ

ろではあるが、多くの旅客船事業者は、厳しい経営環境の中、船舶と航路の維持にも苦慮
している状況にある中、自社での予備選船舶の保有も困難となり、ドック時等に災害が発
生した場合の機動的な救援活動態勢の確保が懸念されるところである。
このため、平時は観光船や予備船として活用し、大規模災害時の有事には、緊急輸送や

救援活動を支援する災害時対応船として機動的に対応できる船舶を一定のエリア毎に保
有・活用することにより、該当エリアの安全・安心、そして快適を確保していく体制が構
築できることから、予備船運用の上下分離（船舶の公的所有、民間が管理・運用）につい
て、検討・支援をお願いしたい。

災害時における移動困難者の緊急輸送に
係る支援措置について（抜粋）

平成30年7月
西日本豪雨災害 瀬戸内海汽船
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